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より簡便である。さらに NMR による不安定活性種の確認や、反応機構解析も行われている。 
⑶ アレンとメチレンシクロプロパンに対する、位置選択的ヒドロメタル化が達成されている。インジウムヒドリド
だけでなくヨウ化スズヒドリドを用いることにより、前例のない反応性が示され、従来のラジカル反応剤とは異なる
生成物が得られる事が明らかにされている。本反応は生成物が他手法では合成困難な多置換ビニル金属であり、カッ
プリング反応により様々な化合物に変換することが容易であるため、非常に有用な合成手法である。 
 以上のように、本論文は一般的に用いられているトリアルキルスズヒドリドに代わるラジカル反応剤を開発し、こ
れまで不可能だったラジカル反応を達成したものである。一連の研究によって有機合成におけるラジカル反応の有用
性が示され、さらなる発展が期待される。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。 
